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旧
日
本
兵
ら
の
遺
骨
収
集
に
関
す
る
質
問
主
意
書

私
は
、
国
が
引
き
起
こ
し
た
戦
争
責
任
に
時
効
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
悲
惨
な
沖
縄
戦
を
含
む
第
二
次
世

界
大
戦
等
で
戦
死
し
た
旧
日
本
兵
及
び
民
間
人
の
遺
骨
収
集
は
、
国
（
政
府
）
の
責
任
に
お
い
て
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
。

菅
総
理
は
去
る
一
月
四
日
、
遺
骨
収
集
を
国
（
政
府
）
の
責
任
と
し
て
位
置
付
け
る
法
整
備
を
目
指
す
こ
と
を
表
明
し
た

が
、
余
り
に
も
遅
き
に
失
し
た
対
応
だ
と
批
判
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
は
民
主
党
政
権
に
限
ら
ず
、
自
民
党
政
権
を
含
む
歴

代
政
権
（
政
府
）
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
国
（
政
府
）
の
責
任
に
お
い
て
の
遺
骨
収
集
作
業
は
早
急
に
実
施
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
旧
日
本
兵
及
び
民
間
人

の
未
収
骨
数
は
、
沖
縄
戦
の
戦
没
者
に
限
っ
て
も
三
八
五
二
柱
（
沖
縄
県
福
祉
・
援
護
課
）
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第

二
次
世
界
大
戦
や
旧
ソ
連
に
よ
る
抑
留
中
の
戦
没
者
約
二
四
〇
万
人
の
う
ち
、
約
一
一
四
万
柱
が
今
な
お
戦
地
に
眠
っ
て
い
る

と
い
う
。
私
も
昨
年
一
月
に
硫
黄
島
を
視
察
し
た
が
、
同
島
の
未
収
骨
数
は
約
一
万
三
千
柱
に
上
る
と
聞
か
さ
れ
、
大
変
に
驚

い
た
こ
と
を
鮮
明
に
記
憶
し
て
い
る
。

さ
て
、
沖
縄
で
は
遺
骨
収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
ガ
マ
フ
ヤ
ー
（
壕
を
掘
る
人
の
意
）
」
（
具
志
堅
隆
松
代
表
）
が
、

ホ
ー
ム
レ
ス
自
立
支
援
活
動
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
プ
ロ
ミ
ス
キ
ー
パ
ー
ズ
」
（
山
内
昌
良
代
表
）
ら
と
と
も
に
旧
日
本
軍
の
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陣
地
壕
跡
な
ど
で
遺
骨
の
発
見
・
発
掘
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
昨
年
九
月
に
は
、
沖
縄
県
西
原
町
字
幸
地
の
森
の
中
に
あ
る
旧

日
本
軍
の
陣
地
塹
壕
跡
か
ら
旧
日
本
兵
の
遺
骨
五
柱
を
完
全
な
形
で
発
見
し
、
今
も
現
地
で
保
存
し
て
い
る
。
「
ガ
マ
フ

ヤ
ー
」
ら
の
努
力
に
よ
っ
て
、
係
る
旧
日
本
兵
の
氏
名
、
所
属
部
隊
だ
け
で
な
く
遺
族
も
判
明
し
た
。

以
下
、
質
問
す
る
。

一

私
は
、
去
る
一
月
十
八
日
に
民
主
党
・
岡
田
克
也
幹
事
長
に
、
同
二
十
日
に
は
枝
野
幸
男
官
房
長
官
に
沖
縄
県
西
原
町
字

幸
地
の
森
で
発
見
さ
れ
た
旧
日
本
兵
五
柱
の
遺
骨
（
以
下
、
本
件
遺
骨
と
い
う
）
に
つ
い
て
、
政
府
に
よ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の

早
期
実
施
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

本
件
遺
骨
を
一
日
も
早
く
遺
族
の
元
へ
と
返
す
た
め
に
も
、
政
府
の
責
任
で
全
額
国
庫
負
担
に
よ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を
速
や

か
に
実
施
し
、
遺
族
特
定
を
急
ぐ
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

遺
骨
収
集
作
業
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
効
率
性
で
は
な
く
確
実
性
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
営
利
目
的
で
重
機
を
用
い
、
一
気

に
地
表
を
掘
り
起
こ
す
民
間
企
業
へ
の
業
務
委
託
は
な
じ
ま
な
い
。
沖
縄
は
も
ち
ろ
ん
硫
黄
島
も
含
め
て
、
丁
寧
な
手
作
業

で
遺
骨
収
集
を
行
う
「
ガ
マ
フ
ヤ
ー
」
や
「
プ
ロ
ミ
ス
キ
ー
パ
ー
ズ
」
な
ど
経
験
・
実
績
豊
富
な
民
間
団
体
（
市
民
団
体
）

に
委
ね
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二



三

民
主
党
の
岡
田
克
也
幹
事
長
も
去
る
一
月
九
日
、
本
件
遺
骨
発
見
現
場
を
視
察
し
た
。
そ
の
際
、
「
ガ
マ
フ
ヤ
ー
」
の
具

志
堅
代
表
や
「
プ
ロ
ミ
ス
キ
ー
パ
ー
ズ
」
の
山
内
代
表
ら
が
、
政
府
の
「
地
域
活
性
化
総
合
特
区
制
度
」
を
適
用
し
た
戦
後

処
理
事
業
の
創
設
、
遺
骨
収
集
事
業
を
失
業
者
の
雇
用
支
援
対
策
に
役
立
て
る
よ
う
求
め
る
菅
総
理
宛
の
要
望
書
を
岡
田
幹

事
長
に
手
交
し
て
い
る
。
岡
田
幹
事
長
は
「
沖
縄
に
遺
骨
が
眠
っ
て
い
る
こ
と
を
党
と
し
て
も
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
検
討

し
た
い
」
と
応
じ
た
。

政
府
は
、
遺
骨
収
集
事
業
へ
の
「
地
域
活
性
化
要
望
書
総
合
特
区
制
度
」
適
用
に
対
す
る
見
解
を
示
し
た
上
で
、
上
記
要

望
書
「
要
望
事
項
」
へ
の
回
答
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。
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